













































光をon･offした後の磁化変化乱 用 の指数関数成分の和 AMz- ∑ALC-i/Tiでよく表わせb
る｡
ナフタレンは3つの成分から成 り,(1)緩和時間は71-2･5(sec),72-100(ms),73-
10(ms)程度であり,, T2, T3は温度に強く依存する｡ これはスピン格子緩和の Orbach過程
に起因しているO(2)Al<0,A2,A3>0であり,Al,A2もTl,T2と同様の温度変化を示
す｡
ベンゾフェノン蛾1)EP了のときは,2つの成分から成 り, Tl-2(ms), T2-20(ms)
である. いずれも温度に余り依らない.(2)EP言の時は,i- 2の成分のみに近い形で表わせ
る.(3)成分の振幅鋸 A2/AIIは励起光の波長によって変化する.これはB-Pの 1(n打*)励起,
DDEの 1(打方*)励起の違いに依存している.
ナフタレンの発光寿命は2･4(sec)程度であると知られており, Tlがこれを示すと考えら
れるo T2, 73は温度に対しAE～13(cm-1)の活性化エネルギーをもつスピン格子緩和であ
る. TlとT2,T3のニケタのオーダーの違いから-2Kでは三重項内の分布は熱平衡に近い
と考えられ,このことから励起分子の数を推定した｡
ベンゾフェノンにおいては,三重項の各サブレベル-の分布が,励起されたレベルからの三
重項の経路によって異なり,スピン格子緩和力適 い為に,をの分布は惑車衡から異なり,励起 も
レベルの違いが反映されることが分った｡
20. AIZn合金に於ける電子照射誘起析出の研究
和 田 理
核融合炉の内壁は照射により損傷を受け変形 ･析出などの大きな物理的化学的変化を生じる｡
現在研究されている多くの合金材料-のイオン,中性子照射では現象が複雑で,ミクロな解析
が行なえない｡それ故,均一かつ高濃度に点欠陥を導入し,しかもその場観察のできる超高圧
電子顕微鏡を用いて単純なAIZn合金に於ける照射誘起析出の現象を研究した.
Aト 3･4at.%Zn固溶体を電子照射すると,照射誘起析出物 (RIP:RadiationInducedPr-
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